
如
浄
が
道
元
に
授
け
た

『
嗣
書
』
を
め
ぐ

つ
て

(
東
)

如
浄
が
道
元

に
授

け
だ

『
嗣
書
』

を
め
ぐ

つ
て

東

隆

眞

日
本

の
道
元

(
一
二
〇
〇
-

一
二
五
三
)
は
、
中
国

・
天
童
山
景
徳
寺

の
如
浄

(
=

六
三
-

一
二
二
八
)
に
師
事
し
、
身
心
脱
落

・
眼
横
鼻

直

の
宗
教

体
験
を
得
て
、
そ
の
法
嗣
と
な
り
、
帰
国
し
た
。
如
浄
は
、
道

元
が
、

仏
仏
祖
祖
単
伝
の
正
嫡
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
し

て
、
『
仏
祖

正
伝
菩

薩
戒
脈
』
と

『
嗣
書
』
を
授
け
た
。
ま
た
、
芙
蓉
道
楷

(
一
〇

四
三
ー

二
一
一
八
)
の
法
衣
、
『
宝
鏡
三
昧
歌
』
、
『
五
位
顕
訣
』
、
頂
相

(『建
概
記
』
)
、払
子

(石
川
県
大
乗
寺
伝
・
現
存
)
な
ど
も
与
え
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

右
の
う
ち
、
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
脈
』
は
、
宝
慶
元
年

(
一
二
二
五
)

九
月

一
八
日
、
如
浄
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
道
元
、
覚
心
、

心
喩

と
次
第
相
承
す
る
戒
脈
の
識
語
に
は
、
宗
門
の
大
事
で
あ
る
仏
戒
は
、

釈
尊
、
達
磨
、
慧
能
、
洞
山
と
嫡
嫡
相
伝
し
て
、
い
ま
如
浄
よ
り
道
元

に
附
法
伝
附
し
お
わ
つ
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る

(大
分
県
泉
福
寺
蔵
)
。

ま
た
、
『
嗣
書
』
は
、
宝
慶
三
年

(
二
二
二
七
)
、帰
国

の
直
前
、
如
浄

か
ら
授
け

ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
道
元
が
釈
尊
以
来
の
仏
祖
の
命
豚
を

証
契
し
即
通
し
た
こ
と
が
、
独
特
の
図
式
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

道
元
は
、
如
浄
か
ら
、
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
脈
』
と
『
嗣
書
』
を
授
与

さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
、
仏
祖
単
伝
の
戒

と
法
を
具
ハ備
し
た
こ
と

が
、
内
外
に
明
確
に
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
道
元

に
と
つ
て
、
『
仏
祖

正
伝
菩
薩
戒
脈
』
と

『
嗣
書
』
と
は
、
自
か
ら
の
宗
教
的
立
場
と
内
容

を
示
す
証
拠
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
脈
』
に
対
す
る
批
判
的
検
討
は
、
他
日
に
期
す

る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た

い
の
は
、
宝
慶
三
年

(
一
二
二

七
)
の
年
記
を
も

つ
如
浄
か
ら
道
元
に
授
け
ら
れ
た

『
嗣
書
』
で
あ
る
。

こ
の

『
嗣
書
』
は
、
現
に
福
井
県
永
平
寺
に
秘
蔵
さ
れ
、
旧
国
宝
、
現

重
要
文
化
財
と
し
て
の
あ

つ
か
い
を
う
け
て
い
る
。

『
嗣
書
』
に
つ
い
て
、
道
元
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
嗣
書
」

一
巻
を
記

し
、
「
仏
仏
か
な
ら
ず
仏
仏
に
嗣
法
し
、
祖
祖
か
な
ら
ず
祖
祖
に
嗣
法
す

る
、
こ
れ
証
契
な
り
、
こ
れ
単
伝
な
り
、

こ
の
ゆ
ゑ
に
、
無
上
菩
提
な

り
」
「
仏
道
か
な
ら
ず
嗣
法
す
る
と
き
、
さ
だ
め

て
嗣
書
あ
り
」
と
の
べ

て
、
嗣
法
に
は

『
嗣
書
』
の
相
承
が
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
こ
と
を
強

-324-



調
し
て
い
る
。
道
元
に
お
け
る

『
嗣
書
』
に
対
す
る
絶
対
的
態
度
は
、

『
嗣
書
』
信
仰
と
も
言
う

べ
き
、

い
わ
ば
執
念
に
も
似
た
も
の
が
見
受

け
ら
れ
る
。
『
嗣
書
』
は
、
仏
仏
祖
祖

の
正
嫡
で
あ
る
道
元
に
と
つ
て
、

絶
対
の
証
明
書
で
あ
る
と
言

つ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

永
平
寺

に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る

『
嗣
書
』
は
、
如
浄
、
道
元
ふ
た
り
の

真
筆
と
伝
え
ら
れ
、
従
来
、

二
般
の
宗
侶
が
容
易
に
披
見
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ず
、
披
見
す
る
に
は
、
「
嗣
書
拝
覧
の
儀
」
と
い
う
特
別
の
時
期

お
よ
び
手
続
き
と
儀
式
が
必
要

で
あ

り

(某
撰
、
『御
嗣
書
伝
記
』
、江
戸

期
成
立
?
)
、門
外
不
出
の
秘
宝
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
外
部
に
公
開
さ
れ

る
こ
と
は
殆
ん
ど
無
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ご
く
最
近
に
至

つ

て
、
関
係
方
面
の
図
書
に
、
模
写

(『曹
洞
宗
全
書
』
)や
写
真
版

(筑
摩

書
房
刊
・
大
久
保
道
舟
博
士
編

『
道
元
禅
師
全
集
』
内
容
見
本
、
昭
和
四
四

四
五
、
公
論
社
刊

・
柴
田
道
賢
氏
著

『
禅
師
道
元
の
思
想
』
昭
和
五
〇
、
そ
の

他
)
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
実
は
、
私
も
、
『嗣
書
』
の
原
本

は
披
見
し

て
い
な
い
の
で
、
い
ま
、
専
ら
、
模
写
、
写
真
版
に
基
い
て
、

そ
の
限
り
に
於
て
、
可
能
な
範
囲
で
論
考
す
る
ほ
か
な
い
こ
と
を
、
ま

ず
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
嗣
書
』
を
論
考
す
る
に
先
立

つ
て
、
永
平
寺
秘
蔵

の

『
嗣
書
』

の
原
本
は
、果
し
て
如
浄
と
道
元
の
真
筆
で
あ
る
か
ど
う
か
、

宗
門
の
信
仰
的
伝
承
は
さ
て
お
い
て
、
書
誌
学
的
な
い
し
化
学
的
検
討

め
必
要
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
性
質
上
、
従
来
、

こ
の
点

に
言
及
し
た
研
究
者
を
、
寡
聞
に
し
て
、
私
は
存
知
し
な
い
。
僅
か
に
、

こ
の
点
に
関
し
て
、
柴
田
道
賢
氏
が
、
「
道
元
の
所
持
し
て
い
た

こ
の

「
嗣
書
」
の
朱
線
が

「嗣
書
の
巻
」
に
あ
る
よ
う

に
、
「
合
血

の
儀
」

(全
集
上
巻
三
四
五
頁
)
に
よ

つ
て
作
成
さ
れ
た
も

の
か
ど
う
か
、
そ
こ

ま
で
は
知
る
由
も
な
い
が
、
今
日
の
ご
と
く
血
液
分
析
の
発
達
し
た
時

代
に
お
い
て
は
、

一
応
検
討
に
値
し
よ
う
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
こ
の
細

い
朱
線
の
描
き
方
は
、
緊
張
に
ふ
る
え
、

そ
の
宗
教
的
感
激
を
覚
え
し

め
る
も
の
が
あ
る
尊
い
存
在
で
あ
る
」
(前
掲
書
)
と
述
べ
て
い
る
の
が

注
目
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
『
嗣
書
』
の
信
仰
上

の
参
究
は

こ
れ
ま
で

な
さ
れ
て
き
た
が
、
『嗣
書
』
の
原
本
の
書
誌
学
的
検
討
な
い
し
化
学
的

調
査
は
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
永
平
寺
秘
蔵
の

『
嗣
書
』
の
原
本
は
、
寺
伝

の
通
り
、
如
浄
と
道
元
の
真
筆
で
あ
る
と
の
前

提
に
立
つ
て
、
あ
ら
た

め
て
、
そ
の
模
写
、
写
真
版
を
披
見
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
、

改
め
て
提
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第

一
は
、
『嗣
書
』
の
上
段
の
円
相
の

一
仏
五

一
祖
の
仏
祖
名
号
は
、

「新
道
元
」
の
三
字

(如
浄
の
真
筆
か
)
を
除
き
、
道
元
の
真
筆

で
あ
る

筈
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
筆
蹟
は
、
道
元
の
筆
蹟
鑑
定
の
も
つ
と
も
確

か
な
基
準
の
ひ
と
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
近
時
、
堀
江
知
彦
氏
、
古
田

紹
欽
博

士

(『
正
法
眼
蔵
の
研
究
』
創
文
社
刊
、
昭
四
七
)
ら

に
よ

つ
て
、

道
元
の
真
筆
に
関
す
る
新
知
見
が
提
言
さ
れ
て
い
る
が
、
両
氏
が

『
嗣

書
』
(『
正
法
眼
蔵
』
「嗣
書
」
の
巻
で
は
な
い
)
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い

な
い
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
(
も
つ
と
も
、
永
平
寺
秘
蔵
の
『嗣
書
』
を
披

如

浄
が
道
元

に
授
け
た

『
嗣
書
』

を
め
ぐ

つ
て

(
東
)
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如
浄
が
道

元
に
授
け
た

『
嗣
書
』
を
め
ぐ

つ
て

(東
)

見
さ
れ
た
駒
沢
大
学
伊
藤
俊
彦
教
授

に
よ
れ
ば
、
『
嗣
書
』

の
上
段
円
相
中

の
仏

祖
名
号

は
、
極
め

て
細

い
線

で
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
筆
蹟

鑑
定
の
基
準

と
す
る

に
は
無
理

で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

い
ま

の
と

こ
ろ
、

私
は
、
前

に

も
断

わ
つ
た
通
り
、

実
見
し
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
点
、
意
見
は
さ
し
ひ
か
え
た
い
)

第

二
は
、

円
相

の

一
仏

二
祖

の
名
号

で
あ

る

が
、

釈

迦

牟
尼

勃

陀

勃

地

か

ら

如

浄
勃

陀

勃

地

ま

で

の
仏

祖

号

を
、

『
正

法

眼

蔵

』

「
仏

祖

」

の

巻
の
仏
祖
号
と
対
照
す
る
と
、
婆
須
蜜
多
-

婆
須
蜜
、
馬
鳴
-

阿

那
菩
提
、
那
伽
関
刺
樹
那
、
又
竜
樹
又
竜
勝
又
竜
猛
-

那
伽
関
刺
樹

那
、
獅
子

獅
子
菩
提

(但
し
、
上
が

『正
法
眼
蔵
』
「仏
祖
」
の
巻
(岩

波
文
庫
本
)
、下
が

『嗣
書
』
)
の
相
違
が
指
摘

で
き
る
。
仁
治
二
年

(
一

二
四
二
)
正
月
三
日
に
示
衆
し
た

『
正
法
眼
蔵
』
「仏
祖
」
の
巻
で
、
道

元
は
、
「
大
宋
宝
慶
元
年
乙
酉
夏
安
居
時
、
先
師
天
童
古
仏
大
和
尚
に
参

侍
し
て
、

こ
の
仏
祖
を
礼
拝
頂
戴
す
る
こ
と
を
究
尽
せ
り
」
と
し
る
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の

「
仏
祖
」
の
巻

の
仏
祖
号

は
、
如
浄
か
ら

『
嗣
書
』
を
授
け
ら
れ
る
約
二
年
ま
え
、
お
な
じ
く
如
浄
か
ら
示
し
伝

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
如
浄
の
側

に
お
け
る
特
別
の
事
情
、
理
由
が
無
い
限
り
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
祖
」

の
巻

の
な
か
の
仏
祖
号
と
、
『嗣
書
』
の
仏
祖
号
と
は
、
元
来
、
同

一
の

共
通
し
た
仏
祖
号
が
記
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
も
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
い
ま
、

『
嗣
書
』

の
仏
祖
号
を
基
準
と
す
れ
ば
、
現
行
本

(但
し
、
岩
波
文
庫
本

の
『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
祖
」
を
指
す
)
の
仏
祖
号

は
、
『
嗣
書
』
の
そ
れ
に

合
せ
て
修
訂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に

な
る
。
あ
る

い
は
、

『
嗣
書
』
の
仏
祖
号
と
同

一
の
、
も
し
く
は
近
似
す
る

『
正
法
眼
蔵
』

「
仏
祖
」
の
巻
の
写
本
を
選
択
す
る
こ
と
が

『
正
法
眼
蔵
』
定
本
化
の

際
の
必
要
条
件
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
も

つ
と
も
、

後
に
、
宗
門
で
は
、

螢
山
禅
師

(
二
二
六
八
-

一
三
二
五
)
の

『
伝
光
録
』
の
仏
祖
号
、
あ
る

い
は
現
行
の
仏
祖
謁
経
の
仏
祖
号
な
ど
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
『
嗣
書
』

の
仏
祖
号
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
こ
の
点
も
、

今
後
討
究
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
は
、
『嗣
書
』
の
下
段
の
「
仏
祖
命
脈
証
契
/
即
通
道
元
即
通
/

大
宋
宝
慶
丁
亥
/
住
天
童
如
浄
乙
/
の
四
行
二
四
字
は
、
如
浄
の
真
筆

で
あ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
筆
蹟
は
、
如
浄

の
筆
蹟
鑑
定
の
基
準
の

ひ
と
つ
と
み
て
よ
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
は
、
と
な
る
と
、
宝
慶
寺
に
伝
わ
る
如
浄

の
自
賛
画
像
と
の
関
連

で
あ
る
。

一
般
に
、
こ
の
頂
相
は
如
浄
の
画
像
と
し
て
広
く
紹
介
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
疑
う
人
は
い
な
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
大
久
保
道
舟

博
士
は
、
寺
伝
を
否
定
し
て
、

こ
れ
を
明
極
楚
俊

(
一
二
六
八
1

=
三
二

六
)
画
像
と
し
、
対
す
る
に
、
伊
藤
慶
道
氏
は
、
寺
伝
を
肯
定
し
て
如

浄
画
像
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
、
学
界
で
は
、

い
ず
れ
と
も
決
論
さ
れ

な
い
ま
ま
今
日
に
及
ん
で
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
私
は
、
す
で
に
、

こ
の
点
に
つ
い
て
、
両
氏
の
論
拠
に
、
そ
れ
ぞ

れ
、
そ
れ
相
応
の
理
由

を
認
め
、

い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
い
と
し
な
が
ら
も
、

ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
、
大
久
保
説
を
消
極
的
に
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
論
じ
た
こ
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と
が
あ
る

(「如
浄
禅
師
の
画
像
を
め
ぐ
つ
て
」
駒
沢
女
子
短
期
大
学

「
研
究

紀
要
」
第
4
号
、

一
九
七
〇
)
か
ら
、
い
ま
、
こ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な

い
が
、

こ
の
宝
慶
寺
に
伝
え
ら
れ
る
如
浄
の
頂
相
が
、
果
し
て
如
浄
の

自
賛
画
像
で
あ
る
か
ど
う
か
の
検
討
は
、
い
ま

『
嗣
書
』
の
如
浄

の
筆

蹟
を
基
準
と
し
て
、
今
後
の
調
査
が
す
す
め
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
従
来
、
『
嗣
書
』
の
如
浄
の
自
署
の
下
の
自
は
、
如
浄
の
花

押
と
さ
れ
て
い
る

(笛
岡
自
照
氏

『永
平
寺
雑
考
』
)
。ま
た
、
宝
慶
寺

の

如
浄
画
像
の

「
太
白
」
の
下
の
」
は
、
如
浄
の
花
押

と
み
る

(竹
内
道

雄
氏

『
道
元
』
)
の
と
、
花
押
で
は
な
く
、
示
之
の
略
字
と
み
る

(伊
藤
慶

道
氏

『
道
元
禅
師
研
究
』
第
一
巻
)
の
と
、
意
見
が
分
れ
て
い
る
。
轟
と

」
は
、

一
見
し
て
酷
似
す
る
。
さ
て
、
そ
こ
で
、
如
浄
は
、

こ
の
種
の

場
合
、

花
押
を
使
用
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
使
用
し
て
い
な
か
つ
た
と

す
れ
ば
、
乱
や
・」
は
、
い
つ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
、
使
用
し
て
い

た
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
花
押
で
あ

つ
た
も

の
か
。
『
嗣
書
』
や
宝

慶
寺
の
画
像
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
史
料
も
渉
猟
し
て
、
再
吟
味

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
五
は
、
『
嗣
書
』
と

『
正
法
眼
蔵
』
「
嗣
書
」
の
巻
と
の
関
係
で
あ

る
。
道
元
の
真
筆
・と
さ
れ
て
い
る
里
見
氏
旧
蔵

『
正
法
眼
蔵
』
「嗣
書
」

の
巻
は
、
仁
治
二
年

(
一
二
四
一
)
三
月
二
七
日
、
興
聖
寺
で

「
記
」
さ

れ
、
寛
元
元
年

(
一
二
四
三
)
九
月
二
四
日
、
吉
峰
寺
で

「
浄
書
」
さ
れ

た
と
判
断
さ
れ
る
奥
書

が
あ
る

(永
久
岳
水
博
士

『
正
法
眼
蔵
著
述
史
の

研
究
』
)
。そ
し
て
、

こ
の

「嗣
書
」
の
巻
は
、
永

平
寺
蔵
二
八
巻

『
正

法
眼
蔵
』
「
嗣
書
」
の
巻

の
奥
書
に
、
道
元

が
仁
治
二
年
三
月
二
七
日

「
記
」
し
た

「
嗣
書
」
の
巻
を
、
仁
治
四
年

(
一
二
四
三
)
二
月
二
五
日
、

恵
上

(懐
鼻
)
が

「
書
写
」
し
、
さ
ら
に
、
道

元
が
寛
元
元
年
九
月
二

四
日
修
訂

「浄
書
」
し
た

「嗣
書
」
の
巻
を
、
同
年

一
〇
月
二
三
日
、

再
び

「
懐
弊
」
が

「校
合
」
し

「
写
」
し
た

こ
と
を
示
す
記
録
が
見
え

る
。
ま
た
、

一
本
に
よ
れ
ば
、
寛
元
元
年

一
〇
月
二
六
日
、
道
元
が
修

訂

「浄
書
」
し
た

「
嗣
書
」
の
巻
を
懐
弊
が
校
合
し
た
も
の
を
、
建
長

七
年

(
一
二
五
)
二
月
二
四
日
、
道
元
の
寂
後
、
「
義
鑑
」
(義
介
)
が
、

「
永
平
寺
首
座
寮
」
で

「
校
合
」
し

「
写
」

し
た
こ
と
を
示
す
奥
書
が

あ
る
。

さ
て
、
い
つ
た
い
、
道
元
は
、
仁
治
二
年
三
月
二
七
日
、
如
何
な
る

動
機
、
背
景
か
ら

「
嗣
書
」

の
巻
を

「
記
」
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、

道
元
自
身
な
に
も
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
「
嗣
書
」
の
巻
に
お
い
て
、

道
元
は
、
嗣
法
と

『
嗣
書
』
と
の
関
連
、
各
種
嗣
書
の
実
例
、
嗣
書
に

対
す
る
時
弊
、

正
し
い

「
嗣
書
」
の
あ
り
方
な
ど
を
、
宗
教
的
感
情
も

豊
か
に
記
し
て
い
る
。
江
戸
期
、
天
桂
伝
尊

(
一
六
四
八
ー

一
七
三
五
)

は
、
「嗣
書
」
の
巻
は
、
道
元
の
真
撰
に
は
非
ず
と
し
て
偽
撰
説
を
提
唱

し
た

(『正
法
眼
蔵
弁
註
』
)
が
、

こ
れ
は
、
今

日
で
は
、
否
定
さ
れ
て
い

る

(永
久
醤
水
博
士
、
前
掲
書
)
。
も
し
、
「
嗣
書
」
の
巻
が
、
道
元

の
真

撰
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の

「
嗣
書
」

の
巻
の
主
旨
か
ら
み
て
、

『
嗣
書
』
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
ず
、
『
嗣
書
』
と
切
り
離
し
て
独
立
す

る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

つ
ま
り
、
コ
嗣
書
」

の
巻
は
、
『嗣
書
』
の
正

如
浄
が
道

元
に
授
け
た

『
嗣
書
』
を
め
ぐ

つ
て

(
東
)
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如
浄
が
道
元
に
授
け
た

『嗣
書
』
を
め
ぐ
つ
て

(東
)

し
い
意
義
と
重
要
性
を
力
説
し
た
解
説
書
と
し
て
、
嗣
法
の
と
き
、
あ

る
い
は
嗣
法
の
の
ち
に
、
『嗣
書
』
と
と
も
に
、
新
法
嗣
に
書
写
さ
せ
、

あ
る
い
は
伝
授
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
道
元
は
、
「
嗣
書
」
の
巻

を

「
記
」
し
て
、
こ
れ
を
未
嗣
法
の
弟
子
に
公
開
す
る
こ
と
は
し
な
か

つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
嗣
法
の
際
の

『
嗣
書
』
の
重
要
性
を
強
調

す
る
の
み
で
、
そ
の

『
嗣
書
』
を
見
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
秘
密
主

義
、
事
大
主
義
の
そ
し
り
を
免
か
れ
ず
、
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
懐
舞
に
よ
れ
ば
、
道
元
は
、
『嗣
書
』
相
伝
の
次
第
や
授
戒
の

作
法
等

は
、
仏
法

の
秘
事
と
し
て
伝
法
の
人
に
の
み
、
即
ち
懐
舞
に
の

み
、
口
訣
を
も
つ
て
伝
え
た
と
し
、

こ
れ
に
関
し
て

二
切
記
録
し
な
か

つ
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
懐
舞
も
、
義
介
に
、

こ
れ
ら
に
関
し
て
記

憶
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
教
え
、
義
介
も
ま
た

一
切
記
録
し
な
い
の
で

あ
る
と

い
う

(義
介
編
録

『
永
平
開
山
御
遺
言
記
録
』
)
。

こ
の
右
の
私
の
推
測
を
補
強
す
る
た
め
に
、

一
、
二
の
事
実
を
提
出

し
て
お
く
と
、
ま
ず
、
「嗣
書
」
の
巻
は
、
他
の
『正
法
眼
蔵
』
の
諸
巻

の
場
合
と
異
な
つ
て
、
「
示
衆
」
で
は
な
く

「
記
」
と
な

つ
て
い
る
。

「
示
衆
」
が
対
他
性
、
伝
道
性
を
、
「
記
」
が
個
人
性
、
記
録
性
を
意
味

し
て
い
る

(永
久
岳
水
博
士
、
前
掲
書
)
と
す
れ
ば
、
「
嗣
書
」
の
巻
は
、

当
初
、

修
行
者
に
対
し
て
公
開
的
に
示
さ
れ
た
説
法
で
は
な
い
。
嗣
法

と

『
嗣
書
』
の
本
義
を
新
法
嗣
に
対
し
て
記
録
し
た
性
格
が
強
い
。
次

に
、
「
嗣
書
」
の
巻
は
、
道
元
の
真
筆
本
と
さ
れ
て
い
る
全
久
院
本
、
里

見
本
を
は
じ
め
永
平
寺
秘
蔵
の
二
八
巻
本
を
み
る
と
、
題
号
は
「
嗣
書
」

と
の
み
あ

つ
て
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
い
わ
ゆ
る
総
題
は
見
え
な

い
。
お

そ
ら
く
、

こ
れ
は

「
嗣
書
」
の
巻
が
、
『
嗣
書
』
相
伝
と
併
行
し
て
授
与

さ
れ
た
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
示
衆
」
の

『
正
法
眼
蔵
』
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

と
は
別
途
に
法
嗣
に
授
与
さ
れ
て
公
開
さ
れ
な

か
つ
た
こ
と
を
示
す
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
次
に
、
懐
舞
が

「嗣
書
」

の
巻
を
書
写
し
校
合
し

た
仁
治
四
年

(寛
元
元
年
、
=

西

三
)
は
、
懐
舞
が
道
元
に
嗣
法
し
て

『
嗣
書
』
相
伝
を
許
さ
れ
た
嘉
禎
元
年
な

い

し
同
二
年

(
一
一
二
二
五
-

一
二
三
六
)
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
義
介
が
懐
舞
か
ら

の

「嗣
書
」

の
巻
を
書
写
し
校
合

し
た
建
長
七
年

(
一
二
五
五
)
二
月
二
四
日
は
、

義
介
が
懐
舞
に

『
嗣
書
』
相
伝
を
許
さ
れ
た
建
長
七
年
正
月

二
三
日
以

後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
嗣
書
」
の
巻
は
、
嗣
法
以

前
の
修
行
者
が
書
写
し
、
あ
る
い
は
伝
授
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
と

お
も
わ
れ
る
。

な
お
関
説
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
嗣
書
」
の
巻
の
異
本
と
さ
れ
て
い

る
香
積
寺
本
の
奥
書
の

「
仁
治
二
年
辛
丑
十
二
月
十
二
日
子
時
書
学
人

是
法
受
持
」
と
い
う
記
事
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
従
来
、
是
法

と
い
う
人
物

(学
人
)
が
、
道
元
が
「
嗣
書
」
の
巻
を
「
記
」
し
た
仁
治
二

年
三
月
二
七
日
の
お
よ
そ

一
〇
か
月
後
の

一
二
月

一
二
日
に
書
写
し
て

所
持
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
判
読
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か

と
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
私
が
い
ま
推
測
し
て
き
た
よ
う
に
、
も
し
「
嗣

書
」
の
巻
が
、
未
嗣
法
の
人
に
は
公
開
さ
れ
な
か
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

道
元
第

二
の
長
嫡
と
し
て
自
他
と
も
に
認
め
て
い
る
懐
舞
が

「
嗣
書
」
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の
巻
を
書
写
す
る
二
年
も
ま
え
に
、
そ
の
懐
舞
を
さ
し
お
い
て
曝
全
く

関
係
資
料
に
そ
の
名
を
見
な
い
無
名
の
是
法
と
い
う
人
物
が
、
「嗣
書
」

の
巻
を
書
写
し
所
持
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ

こ

で
、
こ
の
奥
書
は
、
そ
の
ま
ま
文
字
通
り

「
仁
治
二
年
三
月
二
七
日
の

の
ち
、
再
び
一
二
月

一
二
日
子
の
刻

〈
一
二
月

一
二
日
と
い
う
月
日
は
、

他
の
資
料
と
の
関
連
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
や
や
疑
念
が

残
る
が
〉
、
道
元
が
こ
の
「
嗣
書
」
の
巻
を
記
し
た
。
仏
法
を
参
学
す
る

人

(「学
人
」
)は
、
是
の
法

(「是
法
」
)を

「
受
持
」
せ
よ
L
と
解
読
し

た
い
の
で
あ
る
。

第
六
は
、
『
嗣
書
』
袋
に
つ
い
て
で
あ
る

笛
岡
自
照
氏
に
よ
れ
ば
、

『
嗣
書
』
の
原
本
は
、

こ
れ
を
収
納
す
る
袋
、

い
わ
ゆ
る
血
脈
袋

(
三

物
袋
と
も
言
う
)
に
収
納
し
て
、
永
平
寺
法
庫
に
安
置
し
て
あ
る
と
の
こ

と
で
あ

り
、

こ
の
袋
は
、
道
元
が

『
嗣
書
』
を
容
れ
て
中
国
か
ら
将
来

し
た
所
持
品
で
あ
る
と
の
べ
、
そ
の
写
真
を
掲
げ
、
さ
ら
に
承
応
年
間

(
一
六
五
ニ
ー

二
六
五
七
)
、永
平
寺
第
二
七
世
英
峻

(
一
六
七
四
寂
)
が

袋
を
納

め
る
箱
を
新
調
し
た
際
の
覚
え
書
き
を
紹
介
し
て
い
る

(『永
平

寺
雑
考
』
)
。そ
の
覚
え
書
き
と
は
、
「
元
来
こ
の
袋
に
箱
な
き
が
故
に
、

山
僧
、

箱
を
求
め
て
之
を
入
る
。
箱
は
梨
地
な
り
、
金
物
、
緒
こ
れ
有

り
、
然
る
処
、
大
宋
国
よ
り
此
の
血
脈
袋
来
朝
。
是
れ
即
ち
天
童
山
住

マ
マ持

の
血
脈
袋
な
り
。
如
浄
和
尚
遠
孫
の
袋
な
り
。
(中
略
)
総
じ
て
縫
い

様
、

日
本
吾
が
宗
の
本
標
と
す
べ
き
も
の
な
り
。
血
脈
袋
上
の
縫
い
物

(注
.
刺
繍
)
、
表
は
桃
の
縫
物
な
り
。
裏
は
橘
の
縫
物
な
り
。
卍
字

は

墨
を
以
て
之
を
致
す
。
卍
字
の
下

の
縫
物
は

梅
花
な
り
L
(原
漢
文
」

と

〈傍
点
は
東
〉
い
う
も
の
で
あ
る
。
私
の
所
持

す
る

『
永
平
高
祖
御
遺

言
記
録
』
写
本

(文
化
六
年

(
一
八
〇
九
)
桂
堂
写
)
の
末
尾
に
は
、
右
と

ほ
と
ん
ど
同
文
が
掲
げ
て
あ
る
が
、
相
異
す
る
個
所
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
右
の
傍
点
の
部
分
が
、
「
元
来
無
袋
無
箱
、
故

二
有
レ
僧
求
レ
之
、

箱
而
入
レ
之
」
と
な
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
殊
に

「元
来
無
袋
無
箱
」

と
す
る
点
で
あ
る
。
私
の
所
蔵
す
る
写
本
の
方
が
、
前
後
の
文
脈
が
よ

り

一
貫
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し
、

こ
れ
を
採
用
す
れ
ば
、
い

ま
永
平
寺

で
道
元
が
将
来
し
た
嗣
書
袋
、
血
脈
袋
と
さ
れ
て
伝
わ
つ
て

い
る
も
の
は
、
史
実
で
は
な
く
、
実
は
天
童
山
景
徳
寺
の
如
浄
の
遠
孫

が
所
持
し
て
い
た
血
脈
袋
が
到
来
し
た
の
で
、

こ
れ
を
当
て
た
も
の
と

理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
『
嗣
書
』
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
学
界

の
注
意
が
殆
ん
ど
全
く

払
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
小
論
は
、

い
ず
れ
も
問
題

の
提
起
に
と
ど
ま
り
、
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
あ
え
て

右

の
通
り
言
及
し
た
次
第
で
あ
る
。

如
浄

が
道
元
に
授

け
た

『
嗣
書
』

を
め
ぐ

つ
て

(
東
)
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